
医療経営士のための臨床講座

臨床講座❷

手術室の内側
病院収入において手術が占めるウエートは大きく、かかるコストも膨大で
あることから、手術まわりのマネジメントは病院経営において重要な課題
と言えます。しかし、手術室は院内で最も敷居の高い場所であるとも言え
るのではないでしょうか。手術室の内側ではどのような体制のもと、どの
ような医療が行われているのでしょうか。それを知ることで、マネジメント
のヒントにしてください。
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手
術
が
病
院
経
営
を 

大
き
く
左
右
す
る

外
科
系
診
療
科
や
麻
酔
科
の
医
師
、

手
術
室
の
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な

ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
忙
し
そ
う
に
働
く
特

別
な
空
間
、
事
務
系
の
職
員
や
他
職
種

は
め
っ
た
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
な

い
、
い
わ
ば
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ

た
空
間
、
そ
れ
が
手
術
室
の
イ
メ
ー
ジ

１
作
目
は
胃
噴
門
部
癌
を
バ
リ
ウ
ム

造
影
検
査
で
診
断
し
、
食
道
空
腸
吻
合

を
絹
糸
の
手
縫
い
で
行
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
２
作
目
は
、
内
視
鏡
が
消
化

管
検
査
の
主
役
で
あ
り
、
手
術
の
消
化

管
吻
合
は
Ｅ
Ｅ
Ａ
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
な
ど
の
自

動
吻
合
器
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
作

目
は
小
さ
な
肝
転
移
の
可
能
性
に
よ
り

Ｐ
Ｅ
Ｔ（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）検
査
の
追
加

が
提
案
さ
れ
、
ま
た
カ
ル
テ
は
電
子
カ

ル
テ
で
す
。
現
在
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
腹
腔
鏡
手
術
の
場
面
も
多
く
出
て
き

ま
す
。

つ
ま
り
、
医
療
ド
ラ
マ
も
時
代
に
合

わ
せ
て
原
作
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
、「
今
ど
き
こ
ん
な
の
な
い
よ
ね
」と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
経
営
士
も

し
か
り
で
、
最
新
の
検
査
や
手
術
法
、

器
材
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
手
術
室

ス
タ
ッ
フ
と
対
等
の
議
論
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
外
科
系
診
療
科
と 

主
な
対
象
疾
患

初
回
と
な
る
今
回
は
ま
ず
、
基
本
の

キ
と
し
て
多
様
化
し
た
現
在
の
外
科
系

診
療
科
と
カ
バ
ー
す
る
領
域
を
列
記
し

ま
す（
順
不
同
）。
施
設
に
よ
っ
て
は

議
論
が
で
き
る
よ
う
に
、
外
科
医
の
私

が
、
医
療
経
営
士
の
皆
様
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い「
手
術
室
の
内
側
」に
つ
い

て
、
今
回
か
ら
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
見
る 

外
科
医
療
の
歴
史

本
来
な
ら
16
世
紀
前
半
に
創
傷
の
処

置
か
ら
は
じ
ま
っ
た
外
科
学
の
歴
史
か

ら
始
め
る
の
が
筋
な
の
で
す
が
、
落
語

や
漫
才
で
も
最
初
が
お
も
し
ろ
く
な
い

と
最
後
ま
で
聞
い
て
も
ら
え
な
い
の

で
、
近
年
の
外
科
医
療
の
発
展
を
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
山
崎
豊
子
さ
ん
の

名
作『
白
い
巨
塔
』は
時
代
を
超
え
て

３
回
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
初
回
の
故
・
田
宮
二
郎
さ
ん
の
シ

リ
ー
ズ
が
ほ
ぼ
原
作
ど
お
り
の
設
定
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
表
に
示
す
よ

う
に
、医
療
の
進
歩
に
伴
っ
て
２
作
目
、

３
作
目
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。ド

ラ
マ
を
全
部
見
た
方
は
、
手
術
室

の
内
部
や
手
術
ス
タ
ッ
フ
の
術
衣
な
ど

が
、
時
代
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

と
な
る
。

⑨
整
形
外
科

四
肢
お
よ
び
脊
椎
疾
患
や
外
傷
を
中

心
に
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
を
扱
う
分
野
。

頸
椎
か
ら
腰
椎
ま
で
の
脊
椎
疾
患
、
関

節
疾
患
、
骨
折
な
ど
の
外
傷
と
守
備
範

囲
は
幅
広
い
。

⑩
形
成
外
科

体
表
面
の
損
傷
治
癒
や
欠
損
部
の
再

建（
乳
房
再
建
な
ど
）を
行
う
。
美
容

整
形
も
含
む
。

⑪�

泌
尿
器
科（
英
語
名urology

か
ら

ウ
ロ
科
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）

主
に
腎
臓
、
膀
胱
、
前
立
腺
、
睾
丸

疾
患
な
ど
を
扱
う
。
膀
胱
癌
や
前
立
腺

肥
大
に
対
す
る
内
視
鏡
手
術
も
行
わ
れ

る
。

⑫
頭
頚
部
外
科

耳
鼻
咽
喉
科
、
歯
科
口
腔
外
科
が
重

複
す
る
領
域
。
口
腔
や
頸
部
の
腫
瘍
な

ど
を
対
象
と
す
る
。

⑬�

産
婦
人
科（gynecology

か
ら
ギ
ネ

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）

婦
人
科
疾
患（
子
宮
癌
、
卵
巣
癌
な

ど
）や
帝
王
切
開
に
よ
る
お
産
を
対
象

と
す
る
。

⑭
眼
科

白
内
障
、緑
内
障
の
手
術
が
主
だ
が
、

眼
内
異
物
の
緊
急
除
去
手
術
な
ど
も
あ

る
。

独
立
し
た
診
療
科
と
な
っ
て
い
る
。

③
内
分
泌
外
科

主
に
甲
状
腺（
甲
状
腺
癌
、
甲
状
腺

機
能
亢
進
症
な
ど
）や
副
甲
状
腺
疾
患

を
扱
う
。
以
前
は
乳
腺
・
内
分
泌
外
科

と
一
緒
に
な
っ
て
い
た
。

④
小
児
外
科

小
児
や
新
生
児
期
特
有
の
疾
患
を
対

象
に
す
る
。
頸
部
、
胸
腹
部
の
小
児
科

全
般
に
わ
た
る
外
科
治
療
を
行
う
が
、

心
疾
患
の
み
は
心
臓
血
管
外
科
領
域
と

な
る
。

⑤
心
臓
血
管
外
科

心
臓
や
大
血
管
を
扱
う
分
野
。
人
工

心
肺
使
用
や
大
動
脈
解
離
の
緊
急
手
術

な
ど
大
き
な
手
術
が
多
く
、
ス
タ
ッ
フ

の
負
担
が
重
い
分
野
で
も
あ
る
。

⑥
血
管
外
科

末
梢
血
管
疾
患（
下
肢
静
脈
瘤
や
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
）を
対
象
と
す

る
。

⑦
呼
吸
器
外
科

肺
、
気
管
な
ど
呼
吸
器
疾
患（
肺
癌

が
主
）の
ほ
か
に
、
縦
隔
腫
瘍
な
ど
も

扱
う
。
消
化
器
外
科
と
同
様
に
胸
腔
鏡

を
用
い
た
内
視
鏡
手
術
も
行
わ
れ
て
い

る
。

⑧
脳
神
経
外
科

脳
お
よ
び
脊
髄
神
経
を
対
象
と
す

る
。
特
に
脳
腫
瘍
は
時
間
の
長
い
手
術

で
し
ょ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
経

営
士
の
皆
様
に
と
っ
て
敷
居
が
高
く
感

じ
ら
れ
、
手
術
部
内
の
運
営
に
口
出
し

す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
意
識
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、急
性
期
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
で
は
、

手
術
・
麻
酔
は
包
括
さ
れ
ず
出
来
高
と

な
る
の
で
、
手
術
数
の
多
寡
や
手
術
室

の
効
率
的
な
運
営
が
病
院
経
営
を
大
き

く
左
右
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
療
経
営

士
が
手
術
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
垣
根
な
く

な
い
診
療
科
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

医
療
経
営
士
と
し
て
は
、
押
さ
え
て
お

き
た
い
基
本
知
識
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
覚

え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

①
消
化
器
外
科

食
道
・
胃
・
腸
お
よ
び
肝
・
胆
道
・

膵
を
対
象
に
す
る
最
も
メ
ジ
ャ
ー
な
分

野
。
欧
米
で
は
一
般
外
科
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
規
模
の
大
き
い
施
設
で
は
、
臓

器
別
に
独
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

腹
腔
鏡
を
用
い
た
内
視
鏡
手
術
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。

②
乳
腺
外
科

乳
腺
疾
患（
主
に
乳
癌
）を
対
象
と

す
る
。
症
例
数
の
増
加
か
ら
、
現
在
は

外科医療の歴史と
外科系診療科の現状

第1回
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表　テレビドラマ『白い巨塔』に見る医療の変化

財前五郎役 患者さんの死因 怠った診療行為 医療の変遷

１作目
1978年、フジテレビ

故・田宮二郎 さん
胃噴門部癌術後すぐの癌性胸膜
炎の出現による呼吸不全

術前の胸X-Pで肺転移を疑われ
たが、胸CTを撮影せず

胃噴門部癌診断がバリウム造影
でされている

２作目
2003年、フジテレビ

唐沢寿明 さん
食道癌術後すぐの肺転移の急速
な進行による呼吸不全

胸CTの読影ミス（転移を炎症の
影と決めつけてしまった）

食道癌は内視鏡で診断。消化管
の吻合は自動吻合器で行う

３作目
2019年、テレビ朝日

岡田准一 さん
膵癌術後すぐに術前からあった肝
血管内リンパ腫の急速な進行によ
る肝不全

肝血管内リンパ管種見落とし（CT
で微小転移疑いあり、術前PET
検査追加や術中肝生検が必要
だった）

腹腔鏡手術が多く登場。術前に
肝転移疑いでPET検査の追加が
提案される。電子カルテの出現

ありた・せいじ
1986年、千葉大学医学部卒業後、同大学医学部第二外科に入局し、外科医の研
鑚を積む。94〜99年、米国UCLA Medical Centerに留学、1型糖尿病に対する膵
島移植の研究・臨床に従事。国立佐倉病院外科医長を経て、2004年、聖隷佐倉市
民病院外科部長。08年、健診センター所長兼任、12年4月より現職
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